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既 箱 爵 諄 等 整 を軽 標 揺 帥 撃 選 轍 軽 :無
number of Bohr magnetons per Cr atona is Constant over the邪/hole range of dilution  These
features are analyzed on the basis of the coexistence of `Short distance interactions' such as
direct―and super―exchange interactions and a long―range RKKY interaction via the conduction
electrons  ふ′Iagnetic phase diagraHl and θ´ areVヽell explained as a result of the variation of the
RKI(Y interaction via the extra―electronsヽVhich are supplied frona the dilute atomsヽ「 nd Rh
The obtained results are brieny discussed in vie、Aァ of the eff ct of the magnetic dilution on
magnetic exchange interactions in metallic materials
1.緒 言
磁気規則状態 (強磁性体,反強磁性体, フエ
リ磁性体)にある物質の磁性原子を非磁性原子
で置換 (磁気希釈)すると,常磁性状態への変
化,磁気規則状態間の変化,スピングラスや ミ
クト磁性といった磁気的準規則状態への変化が
観狽」される。磁気的準規則状態の出現は,正の
実効交換積分ノ十と負の実効交換積分ノ の競
合による1'2ちノ十とノ の起源を大別すると次の
3つに分類することができる:〔A〕 合金系の
AuFe3)などに始ける伝導電子を媒介とした「長
距離型」のRKKY相互作用4);〔B〕 絶縁体の固
溶体Eu/Srl xS5)vこぉける第1や第2近接交換
相互作用が直接や超交換相互作用といった「近
距離型」の相互作用 ;EC〕〔A〕 と〔B〕の共存。
〔C〕 の例としては半導体の回溶体(MnTe)1/
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(GeTe)メ(0・5≦χ≦10)6)ゃ絶縁体一金属体の固
溶体 EulィGdメTe7)がぁる。この様に物質が金
属的様相を帯びてくるにつれて,デ十とデ の起
源も多様化してくる。磁気規則状態の変化を考
える上で,希釈過程におけるデ十とデ の相対強
度の変化を解明することは非常に興味ある問題
である。
Cr3Te4はNiAs型類 似 構 造 (空間 群 :
12/m)8)(Fig。1の挿入図)を持つ金属的9)強磁
性体 l°)である。NiAs型類似構造と磁化 σの温
度依存性をFig.1に示す。σは4.2Kから温度
Tを上昇させるにつれて徐々に増加し,転移温
度 Tど=80Kで′σ/′Tの不連続を示す。ここで
Tと以下の温度領域をCF相と呼がことにする。
Tがさらに上昇するとσはゆるやかに減少し,
キューソー温度 鍵=335Kである。ここで Tι
とTc間の温度領域をF相と呼ぶ。中性子回折
実験l°)によってCF相における磁気構造は,弱
い反強磁性が強磁性構造に重畳した構造である
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